
分離が実現し ， 門司駅ほか 8 駅に分散していた中継作業がセン

ターに集中することになり ， 荷物 ・ 貨物ばかりでなく，旅客の

輸送も大いに改善された。現在，九州対本土ré発の和I物 ・小 口

貨物の大部分はセンターで*約，継i去され，全般的な λ ピード

アップにより荷主の要望にこたえるとともに. I時間と経費が節

減され， 経常の合理化に資している。(小t目ト・犬)

にゅうしゆっじようく 入出場区 JfI. 1 ， r ，jfl所定の WJ間使

用すると ， 検交のため工場&，るいは指定されたいに収容して定

められた検読を行ない， 安全に使用できるよう常時幣備するこ

とにな っ ている。 また，新しい部品を取り付けたり，あるいは

陳腐化した部品を新形に耳元り替えるなどの改造3 ・j(を行な う た

め，工場や区に収容する場合もある。

このように，市tjíf~を工場や|互に検夜または改造のため収存す

ることを入場区 といい，また車 fll.jが検芥または改造を完了して

工場やlえからはl ることを出場区と呼んでおり，これらを合わせ

て入出場 [:;Z と称している。

車 /I f;j を効率的に使用するためには，入場|メーからJl \場灰までの

j切聞はできるだけ短いほうがよく，このWJ間を入場日数，また

は入区回数と呼んで工場や|ベのf'I業能率のパロメーターとして

いる。 なお. [メ:において入出場M:Zの扱いをするのは，中間検査

の場合に|拠っており J 日常の運転や検交に伴 う ものはこの用誌

の対象にはしていない。 (佐々木山it)

にるいきかい 2 類後械 機械のうち . * 11<(1機械以外の
機械をいい， 検子、および修繕j の必要事項は支社長以下におい

て規定することになっている。 (青木 �1) 

にんげんこうがく 人間工学 (米) human engineering 

(英)ergonomics 人間と機械との聞に適合怖を求めること を U

的とした学問で，人!日jが安全かつ符必に操l'1 できるように，人間

の特性を知り，その特性に合わせて機械 ・ 設的を投，j[し，検討

して行 くことに用いられる。人間工学は.~験心JlIT学 . ~.学 ・生

理学L ・ l'1' :業研究 . ~lt立]学 ・ ~Iilj御T_o芋:およびイ ンダス トリアル ・

デサ'インなど広範な分野を母体として発注してきたもので， 歴

史も比較的新しく，米国では主として工学心Jl[!学 (engineering

psychology ) を，欧州では労働作用学を本椛 と して発注した。

英国で 1950 年発足したエルゴノミッタ 1協会 (Ergonomics 

lこんげんこう

Research Society) を母体にした国際学会(International Ergo同

nomics Association) が国際的な活動をしている。

わが国では， 一部の大学 ・研究所 ・航空自衛隊 ・ 凶鉄などで

研究が進められていたが. 1964 年日本人間工学会が発足した。

人間工学が級う研究分野は，きわめて広いが， おおよそ次の

ように分類できる 。

川 人間工学の方法 ・ 施設 ・ 設備 ・ 総説

(2) 人間と機械のシステム

(3) 視覚的情報とその過程

(4) 聴覚的情報とその過程

(5) 他の感覚による情報とその過程

(6) 多純の情報路，選択と相互作用

(7) 身体計担rJ ftã. l，~礎的な生理学的能力，基礎ならびに復合

的な運動能力

(8) 制御のデサ'インおよびそのディ スプレイと統一

(9) パネルとコンソ ー ルのレイアウト

(10) l'F業スベ ー ス ・ 設備・ファーニチュ 7のデザイン

(11) 衣服と倒人的装備

(12) 作業能力に影響する特殊な環境因子

(13) 行動上の能率に影響する個人的悶子， 作業条件ならびに

仕事の特性

(14) トレ ー ユングの手段， 装置主その使用

人間工学の適用は. liëいやすいカメラや家庭用音器具の設計か

ら. [H)) .<jI ・ 航~機はもとより ， 人間の能力をオ ー パーするよ

うな今後のより高刊ー能の機械の計画ではなおさらのこと ， ます

ます必要とな っ てくる。

参考文献野内荊l夫将 人間工学。倉田正一著 人間工学。

大島11:光一法 人間ユ学入門。 A. Chapanis; Research Techniｭ

ques in Human Engineering oE. Bermit; Human FacLors in 

Technology 0 Ross A. McFarland; Human Factors in Highway 

Transport SafetYoWesley E. Woodson; Human Engineering 

Guide for equipment designers (青木和彦・野本明共訳人

間工学)0 J. Cook A. Chapanis; Human Engineering Guide 

to Equipment DesignoE.J. McComik; Human Fact�s Engi-

neerlng. (飯山雄次)
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